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東京地下鉄株式会社（本社：東京都台東区、代表取締役社長：山村 明義、以下「東京メトロ」）は、 

スタートアップ企業との協業や出資を行うコーポレートベンチャーキャピタル（以下「ＣＶＣ」）活動と

して、”スタートアップと共に革新的なサービスを生み出し、東京の未来を創る”をコンセプトに、 

「Ｔｏｋｙｏ Ｍｅｔｒｏ Ｖｅｎｔｕｒｅｓ」を開始します。 

東京メトロは、スタートアップ企業を中心とした外部企業と新たな価値を共創することを目的としたオ

ープンイノベーションプログラム 「Ｔｏｋｙｏ Ｍｅｔｒｏ ＡＣＣＥＬＥＲＡＴＯＲ」を２０１６年度か

ら実施し、様々な企業と新たな価値の提供を行ってきました。また、本プログラムの採択企業を中心に複

数のスタートアップ企業に出資を行っており、事業の共同開発や出資先企業のバリューアップ等に取組ん

でいます。 

今後は、従来からの協業や出資によるパートナーシップ強化をさらに加速させるため、２０２５年度か

ら２０２７年度までの３年間で３０億円の出資枠を新設し、スタートアップ企業やベンチャーキャピタル

ファンドに対して出資していきます。この活動を「Ｔｏｋｙｏ Ｍｅｔｒｏ Ｖｅｎｔｕｒｅｓ」と名付

け、私たちが保有する事業アセットとスタートアップの技術やアイデアを掛け合わせることで、「沿線価

値向上」「人の流れの創出」「鉄道課題解決施策の促進」に係る革新的なサービスを生み出し、社会実装

を推進していきます。 

 東京メトロは「東京を走らせる力」というグループ理念のもと、東京に集う人々の生活や経済活動を支

える存在として、鉄道事業を中心に、様々な事業に取り組んでいます。今後もスタートアップ企業との共

創を通じて、革新的なサービスを生み出し、東京の多様な魅力と価値の向上に取り組んでまいります。 

 詳細は別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

コーポレートベンチャーキャピタル活動 

「Tokyo Metro Ventures」を開始します！ 
 

３年間で３０億円の出資枠を新設 

 

スタートアップと共に革新的なサービスを生み出し、東京の未来を創る 



 

 

 

「Tokyo Metro Ventures」の詳細 

１ CVC活動開始の目的 

 これまで、「Tokyo Metro ACCELERATOR」採択企業を中心に複数のスタートアップ企業に出資を行ってき

ました。スタートアップ企業とのパートナーシップをより強固なものにし、スタートアップ企業との協業

による新規事業の創出や鉄道事業等の既存事業の課題解決を推進するため、CVC活動として「Tokyo Metro 

Ventures」を開始します。 

 

２ CVC活動概要 

 

３ スタートアップへの価値提供 

（１） ［Go To Market］ 事業検証の実施 

駅構内、車両内等を新規サービス・プロダクトの事業検証の場として活用することや CVCチ

ームを始めとした東京メトロ社員からノウハウを提供することが可能です（事業検証の実施

には各種確認が必要になります）。 

（２） ［Value Up］ 認知拡大・売上向上 

車両・駅構内にある広告枠の一部を活用することで、協業内容の認知拡大により売上向上に

繋がります（広告枠及び掲載時期や規模については、広告枠の販売状況に応じた展開になり

ます）。 

（３） ［Touch Point］ 豊富な顧客接点 

乗降客数６５２万人/日（２０２３年度平均）、メトロポイントクラブ（メトポ）会員９０

万人（２０２４年１１月時点）等の豊富な顧客接点を活用し、お客様にサービスをお届けで

きます。 

（４） ［Finance］ 出資実行 

当社と協業し、共に成長を目指すパートナー企業に出資を行います（出資には事前審査が必

要です）。 

名称 
 

 

コンセプト スタートアップと共に革新的なサービスを生み出し、東京の未来を創る 

事業領域 

（出資領域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出資枠 

２０２５年度～２０２７年度の３年間で３０億円 

※原則として協業を行う企業等を対象に出資を行います。 

※その後の出資枠は今後検討していきます。 

Webサイト https://www.tokyometro-ventures.jp/ 

問い合わせ先 tokyometro_ventures@tokyometro.jp 

別 紙 

沿線価値向上 

 

東京メトロ沿線の暮らしやす

さ、働きやすさの向上に繋が

る新たなサービスを提供す

ることにより、沿線価値向上

を実現するもの 

 

人の流れの創出 

インバウンド向け商品、ゲー

ム性をもたせた移動体験等、

訪問者に多様な楽しみ方を

提供し、さらなる人の流れの

創出を実現するもの 

鉄道課題解決施策の促進 

鉄道事業の安全・安定輸送、

サービス向上、コスト削減及

び働き手不足解消に繋がる

ＤＸ並びにＧＸ等により、業

務変革を実現するもの 

 

ＡＩ、ＳａａＳ、ＩｏＴ、建設、ロボティクス、ＸＲ、シェアリングエコノミー、不動産、EdTech、

AdTech、エンタメ、コマース、旅行等、幅広い領域のスタートアップとの協業・出資を行ってい

きます。 

 

https://www.tokyometro-ventures.jp/
mailto:tokyometro_ventures@tokyometro.jp


 

 

４ 当社におけるこれまでのスタートアップ企業出資実績 

  

（１） 株式会社スペースマーケット（２０１９年４月出資 ※IPO済み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） ゲシピ株式会社（２０２１年４月出資） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業内容 
マーケットプレイス「スペースマーケット」の運営 

公共施設予約管理システム「Spacepad」の提供 

協業内容 
千代田線高架下（綾瀬駅から徒歩 2 分）にシェアリングスペース「むすべやメトロ綾

瀬」をオープンし、「スペースマーケット」に掲載 

事業内容 eスポーツを活用したメタバース教育事業 

協業内容 eスポーツを活用したメタバース教育に関わる事業検証を実施。 



 

 

（３） 株式会社マチルダ（２０２３年１０月出資） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） リンクティビティ株式会社（２０２４年３月出資） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

事業内容 家庭料理のテイクアウトステーション「マチルダ」の開発及び運営 

協業内容 
半蔵門線清澄白河駅にテイクアウトステーションを設置。今後も東京メトロ沿線への

テイクアウトステーション設置を進める予定。 

事業内容 交通・観光 Platform 事業 

協業内容 

・旅行者向け企画乗車券「Tokyo Subway Ticket」の販売 

・東京ならではの様々な観光施設をフリーパスで回れる乗車券付きの新商品「Tokyo 

City Pass」（仮称）の開発 等 


